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              緒        言

 硝子は種 々の肇類或は酸化物を熔融して造る物であつて全 く氣泡 を含まぬ硝子を造る事は殆

ど不可能と云つてよVa. Salmang, Becker, Schilling或 はBesbordowに よると之等の瓦 斯 は

H20, CO2及 びSO2で あると言はれ,叉Kreidl及 び中西氏は硝子の耐水性及び比重にも瓦

斯 は著 しい影響 を與へるものであると述べて居 る.然 し種 々の瓦斯 中で硝子を加熱した場合に

其形が如何に攣化するかに就ては著者等の知る範園に於ては殆 ど其研究がなVb・ そこで著者等

は之等に就 て次の如 き實験を行つた・

              試        料

 試料は曹達一石友一珪酸硝子を用ぴ是を長さ8cm,長 径約2mm,短 径約Imrnの 太さの階

圓形の硝子捧を造 り580。 より300。 迄を8時 聞要してAnnealingし,以 下常温迄放冷 した

物 を用 ひ,瓦 斯の種類はCOL)とSO2を 用ひ之等を室氣の場合 と比較 した・此の硝子の分 析

結果は第1表 に示す如 くである・

                第   1  表

          組 成 ・… 膿:81}…M・ ・N…
                             Diff
          百分率  7L23 2.02  8.26  痕跡  18.49

               實  験  装  置

 實験装置 は第1圖 に示す如き竪型ジリツ ト電氣櫨である・

           第   1  圖                               A
の部分のみが保温

       此中にPな る白金皿

                        T      を入れ,更 に此上 に試

                   (127)
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料硲子棒Sを 乗せ,吹 にRな る管の一端より室氣及び精製 したCO2瓦 斯, SOLi瓦 斯,を

毎分11の 割合で通 じ乍らTの 温度 を常に1100。 に保ち其場合に於 ける白金皿表面の温 度分

布を測定 した.結 果は第2圖 の如である・

        第  2 圖

     各 々 それ に相當 した 温度 を

   075し3脅 ・5「6789'011      .1       
櫨 の 奥 よ りの 長 さcm        士3。 の正確度を以て讃取する

    △=CO2',0=SO21,X=空 氣,・空氣を通ぜぬ揚合

事が出來た・斯の如 き櫨 中で一定時聞加熱 した硝子棒は急に引曝出 して其形の攣化を測定 した・

              實  験  結  果

 借て階圓形硝子棒を一定の温度勾配の中で加熱すると,硝 子の軟化黒占附近では表面張力の作

用を受けて其幅は減 じ高 さは増加 し或る温度では此高 さと幅 との比 は最小とな り,更 に高温に

なると表面張力は減 じ重力の作用が表面張力の作用に打勝つて其の比の値は培加する・此比の

値Rと 温度Tと の關係を示す曲線は硝子の高温度に於ける性質 を概括的ヒ知 るには甚 だ 便

利な ものである・今試料硝子棒を室氣,CO・ ・及びSOL)氣 流中で加熱 し其場合の'RとTと

の關係を示すと第3圖 の如 くである.   第 3 圖(2)
                   13
即ち(D室 氣の場合は520。 附近 より

                   η徐々に比の値 を減 じ680。 で1
・2に近 翠

づ きそれより急に淋 ・… 附近よ り ♂

其攣化は緩になつて居る・この事は一・ 7

番上の爲眞圖によつても明である・   5

(2)CO2の 場合には室氣の場合と同様                   3

に520。 位 より攣化するが其の攣化の割

                   1合が少 く700。で
,比 の値は1・4に な り

それよ り硝子は流 れはするが比の値 は  和0500600 qoo 8009001000 11001200

                           T 温 度 C。
3.5を 越 える事な く却つて高温では比の      X=空 氣,△=CO2,0=SO2

                  (128)
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       第   3  圖 (!)

                        値は小 とな り1000。 で0と な り,1050。
               じ         に      み

pt-m  岬 擁 轡 納 一・・7・・のrlElに… な… の鰍 物を造

一 海_;tt,i、 、..../・ るので旗 のq蜘 こも見 られる通であ

 貌"d'vt"tジ 栖"心 戦 幽略 'i       る.(3)SO・ の 場 合 に は 同 様520。 附 近 よ

竃一 聯 犠翻 酒 轄 轡  慶 化し女台めるが,770.まで期 攣化は
                        徐 々に比の値1に 近づき,そ れより硝子

は急激に流れて居る.即 ち爲眞の一・番下端に見られる通であるが此の窩眞にも見られる如 く此

場合には硝子中に著 しい氣泡を含むので正確なll(iではない・

               時 間 の 影 響

 以上の結果は何れ も1時 聞加熱の場合であるが時閲と共に共形 も攣るもので,(D室 氣の場

合には30分以後は上述の形と大なる攣化な く,(2)CO・ ・の場合には30分 になつても比 の値は

飴 り攣化なく1時 悶にして同様に上述の形をと り,以 後は藪時聞加熱しても共形を攣へる事が

なかつた.(3)SO・ ・の場合には5分 までは大 した攣化を認めなかつたが10分 になると700。 以

上の温度に於ては第41圖 に見 られる如 く硝子中に全 く石鹸の泡の如き著しい氣泡を獲生 した・

次に1時 聞の場合には前記の如 くであるが3時 聞の場合には第5圖 の如 くCO・・の場合の様な

形とな り,而 も其の値はCO・ の場合より強 く現れ氣泡は僅少となつた・

                         第   4  岡

 尚SOL)の 場合には何れ も600。  〆200

以上の温度に於ては硝子表面に白色  ノ御0

粉 を生 じ是等は種 々試 験 の結 果 S・o

Na・・SO,で ある事 を確めた.                 
sSoo

                  400
                    0  /  2  3  4  5  `  7  8

               結 果 の 考 察

 硝子俸を 一定の温度勾配のある櫨中で加熱 し高さと幅との比の値を測定すると,(a)硝 子の

            1

                   (129)
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       第   5  圖

     の最大 となる温度,(c)硝 子の流れる温

      度を決 定 する事が出來 る・今CO・ ・とSO2

      砧子に吸牧 されて化學攣化を起 して 氣泡

     'を獲生 し,最 初は化學攣化の 爲却つて表

  4。。5σ。 6。。 700 8。。 曾o。 1。。。tloo t200面 張力の作用は妨害 され るが 相當 の時間
        温  度  。C
    O=高 さ ×=幅 ・=比     後にはCO2の 場合の如 く盤類を造 り其

作用が増加するものと考へ られる・硝fをSOL)を 含有する氣中で徐冷操作を行ふ と耐水性の 」

良 くなるのは,表 面のNaがNaお0盛 とな り之が水洗により除かれる爲 と,叉 表面張力の増

大により其表面の構造が内部のそれと異る爲では無いかと思ふ・

 以上の結果を要約すると,(1)高 温に於ける硝子に及ぼすCO・ ・, SO2の 作用を室氣の場合;

と比較 しCO・ ・,SO・・の場合には室氣の場合より表面張力を増加すること,(2)叉SO2の 場

合に出來る表面の白色粉はNTa.,SO4で あ り硝子とSO・・とは化學攣化を起 して著 しく瓦斯罷 を

嚢生する事に就て述べた

                   (i30)


